
別添１

令和７（２０２５）年１月２３日

協議会名：

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①運行事業者 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

関東交通株式会社

上三川町デマンド交通
名称：「かみたん号」
営業区域：町内全域
              町外９施設
運行日：平日
運行時間帯：
        ８時から１８時まで
運賃：大人町内３００円
 　　   大人町外４５０円
　　 　小学生　１５０円
　　 　未就学児　無料

住民を巻き込み、自分事化す
るような仕組みを検討していた
だきたいとの評価については、
現在のマイカー利用者など、今
後かみたん号の利用者になり
得る住民に対して、かみたん
号の存在や特性の周知を行っ
た。

A
事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた。

B

目標：１５，２００人以上
利用実績：１６，２２１人

目標：収支率２０．０％以上
実績：１５．３％
分析：利用者数は目標を達
成することができたが、収
支率は達成できなかった。

・今後もアンケートを実施し、住
民のニーズの把握に努め、必
要に応じ見直すことで、利用者
の評価の改善に繋げる。
・利用方法等の周知を強化す
ることで、町民にデマンド交通
の特徴を理解してもらい効率
的に乗合を増やし、収支率の
向上を目指す。
・土曜日運行の実証実験につ
いいて検討する。

地方運輸局等における
二次評価結果
（関東運輸局）

令和６年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画に基づく事業）

上三川町地域公共交通活性化協議会

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

前回の評価を踏まえ、住民への理解を深めるような取り組みを実施し、利用者数において目標を達成されていることを評価する。
また、今後、利用方法の周知の強化に取り組まれることについては、第三者評価委員会における有識者からの助言（下記）も今後の検討の参考としていただきた
い。
・デマンド交通で乗車人数が目標を達成されたことは素晴らしい。
・利用者が増加した要因（外出の増加、自家用車利用からの転換、路線バスからの転換等）を分析し、把握することも検討していただきたい。
・導入している交通によって市民（町民、村民）の活動がどのように変わってきたのか、必要に応じて副次的な効果を分析することも検討していただきたい。

参考資料



別添１－２

事業実施と地域公共交通計画との関連について

令和　　年　　月　　日

協議会名： 上三川町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

上三川町地域公共交通の基本方針：町民と来訪者が”安心・安全”に往来できる持続可能な公共交通ネットワークの
あるまちを実現する
上記を踏まえたフィーダー系統維持の目的・必要性：公共交通空白地の解消及び高齢者や自動車免許を持たない者
等の移動手段の確保を図る


